
 

工学研究科 工学専攻 応用物理学領域  

博士前期課程 

教育研究上の目的 
応用物理学領域の博士前期課程は、科学技術の発展に貢献できる自由な発想力と応用力を身に

つけることを目指す。物性物理学、生物物理学、宇宙科学、計測工学、計算物理学、数理科学などを

主テーマとしながら、分野にこだわらない工学全般にまたがる領域にも興味を持ち、実験的・観測的・数

理的なアプローチを駆使して未知の課題に取り組み、問題を解決する能力を持つ研究者・技術者の育

成を目的とする。 

教育目標 
本学の教育目標及び本領域の教育研究上の目的等を踏まえ、工学研究科工学専攻応用物理学領

域博士前期課程では、工学全般にかかわる科学技術の基礎的な知識と経験を修得し、様々な課題に

対応し得る応用力を持つ技術者・研究者の育成を、教育目標として定めます。 

 社会環境の複雑化やグローバル化に伴い、工学の機械、電気、電子、情報などの各分野において高

度な専門性や技術力が求められているのと並んで、各分野を俯瞰することができ、その上で橋渡し的な

役割を果たせることも重要となっています。そのために、科学技術全般にわたる知識と経験を合わせ持

ち、総合的な判断や全体を見渡せる能力を持つことも重要となっています。 

 本課程では、現代物理学を基盤として様々な課題に対して基本的な部分に立ち返って現象の本質を

見抜く洞察力を身に付け、どのような困難にも普く対処できる能力を獲得し、分野を越えた人々との円

滑なコミュニケーションを取りながら自分の意見や考えを的確に表現できるプレゼンテーション能力を磨

くことで、異分野とも連携しながら新たな分野の開拓をも担うことができる基礎専門能力を身につけさせ

ることを教育目標として定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 
本領域博士前期課程のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し、かつ提出した修士論文が領域

内規に則って審査され、合格と判定された者は、下記の能力を身につけていると判断され、修士（工

学）の学位が授与されます。 

 

1.自立した良識ある市民としての判断力と実践力  

(1)専門分野における諸課題を見極め、良識に基づいた判断力を有している。 

(2)課題に対して、良識ある市民として高い倫理性をもって解決して、それを実践する力を有している。 

 

2.国際的感性とコミュニケーション能力  

(1)専門分野に関する国際的な文献の読解を通して国際的感性を備えている。 

(2)研究成果を発表し、議論し、論文としてまとめる記述力、表現力、コミュニケーション能力を有してい

る。 

 

3.時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能  

(1)現代物理学を基盤とした専門分野を俯瞰できる知識および技術を習得し、それらを応用できる能力

を身に付けている。 

(2)社会の要請を読み取り、課題を解決できる研究開発能力を身につけている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 
本領域博士前期課程では、自然科学の知識体系を基盤とした応用研究能力・開発能力を持つ人材

を育成することを目標とします。特に、物理学分野の研究手法や最先端技術を活用して、社会の諸問

題の発見および解決ができる能力を育成します。これらの目標を達成するため、以下に示す方針でカリ

キュラムを設定します。 



 

 

1. 教育課程の編成・実施  

(1)高エネルギー物理学、宇宙物理学、量子物理学、統計物理学、固体物理学、生物物理学、計算機

物理学の各分野にまたがる講義科目を選択必修科目とし、物理学分野における高度な専門知識を

修得できるようにしています。 

(2)本領域の科目に加えて他領域の講義科目を選択科目として推奨し、幅広い専門知識と分野横断的

な問題発見力・解決力を養います。 

(3)輪講においては、学生自身に最先端の研究成果を調査させ、発表と議論を通じてプレゼンテーショ

ン能力およびコミュニケーション能力を養います。 

(4)特別実験においては、専門知識と技術の実践を通じて、研究者・開発者として相応しい能力を養成

します。 

 

2. 教育の方法と評価  

(1)各分野を専門とする教員により、最先端の研究・開発につながる講義科目を提供します。単位制度

の実質化を図るため、成績評価の方法および基準はシラバスで明確化します。 

(2)学生自ら研究目標を設定し、これを達成するための研究計画を指導教員の指導の下で検討します。

論文の執筆および学会発表などを通じて、研究成果を公表する能力を養います。 

(3)TA（ティーチング・アシスタント）に就くことで、教育経験を積む機会を提供します。 

(4)修士論文の予備審査および最終審査は３名以上の教員で実施し、公平かつ厳格な評価を行いま

す。 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 
1.大学院教育によって培う能力 

本領域では、以下の能力を備えた人材を育成します。 

(1)応用物理学の高度な専門的知識と技能を有し、それを様々な分野の技術発展のために活用する能

力。 

(2)工学全般にわたる課題に主体的かつ組織の一員として協調的に取り組む能力。 

(3)研究の成果を日本語または英語で発表し、論文等にまとめる能力。 

 

2.本領域の求める入学者 

本領域では、以下のような学力と意欲を有する人を受け入れます。 

(1)物理学および関連する工学分野の基礎学力、数学と英語の基礎学力を備えた人 

(2)応用物理学の専門的な知識と技術を深く学ぶことに強い意欲をもつ人 

(3)物理学と多様な分野の知識を有機的に結びつけ活用できる資質を備えた研究者・技術者を目指す

人 

 

3.大学までの能力に対する評価(選抜方法) 

本領域の博士前期課程では、基礎学力の修得度、入学後の学習に対する意欲と熱意をもとに、筆

記と口述の試験によって選抜します。 

(1)基礎学力は、本領域での学修に必要な基礎的な物理学、数学、英語に関し判断します。 

(2)基礎学力の修得度は主として筆記試験を通じ、意欲と熱意は口述試験を通じ、判断します。 

(3)学部での学修成績が一定の条件を満たした場合は筆記試験を免除します。 

 

 

 

 

 



 

工学研究科 工学専攻 応用物理学領域  

博士後期課程 

教育研究上の目的 

応用物理学領域の博士後期課程は、最先端の専門分野の知識及び技術を修得した上で、独立し

た研究者、高度専門技術者として、専門分野の未解決問題に取り組むとともに、社会の要請に応じて

広く役立つ社会貢献が出来る人材の育成を目的とする。 

教育目標 

本学の教育目標及び本領域の教育研究上の目的等を踏まえ、工学研究科工学専攻応用物理学領

域博士後期課程では、物理学の知識と技術を習得し、独立した研究者として様々な課題に対応できる

人材育成を教育目標として定めます。 

本課程では、応用物理学分野の研究者、高度専門技術者を育成するために、最先端の現代物理

学の分野を横断的・俯瞰的に理解するための学修を通じて、現代物理学の未解決課題を見極めるとと

もに、解決するために必要な知識や技術を取得し、研究開発を実践します。そして、研究成果は国際

会議等で報告し、内外の研究者らとの議論を踏まえて、さらに研究開発を推進します。こうした一連の

研究能力を涵養しながら、高度な学術的な観点から社会の要請に応じて、対応できる創造性豊かな研

究者、高度専門技術者を育成することを教育目標として定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本専攻博士後期課程のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し、かつ提出した博士論文が専攻

内規に則って審査され、合格と判定された者は、下記の能力を身につけていると判断され、博士(工学)

の学位が授与されます。 

 

1.自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

(1)現代物理学を基盤として最先端の専門分野を俯瞰できる知識及び技術を修得した研究者、教育者、

高度専門技術者としての能力を身につけている。 

(2)社会の要請を読み取って自ら課題を見出し、その課題を他の研究者等と連携して解決できる研究

能力を身につけている。 

 

2.国際的感性とコミュニケーション能力 

(1)研究の成果を日本語や英語で発表し、他の研究者と討議を通して、最終的に英語で学術論文をま

とめる能力を身につけている。 

 

3.時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

(1)前期課程に記載の目標をさらに強固に達成している。 

(2)最先端の専門分野を俯瞰した上で、社会の要請を読み取り、課題を解決できる研究能力を身につ

けている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本領域博士後期課程では、自然科学の知識体系を基盤とした高度な応用研究能力・開発能力を持

った人材を育成することを目標とします。特に、物理学分野の研究手法や最先端技術を活用して、社

会の諸問題の発見および解決ができる能力を育成します。これらの目標を達成するため、以下に示す

方針でカリキュラムを設定します。 

 

1.教育課程の編成・実施  

(1)先端的な専門分野における高度な学術的知識を扱う授業科目を履修することで、極めて高度な専

門性を高めます。 



 

(2)授業科目に対応した演習科目を履修することで、新たな研究分野を提案するための研究計画を立

案し、それを実現する能力を涵養します。 

 

2.教育の方法と評価  

(1)各分野を専門とする教員により、最先端の研究・開発につながる講義科目を提供します。 

(2)学術的な観点から重要な研究課題を探求し、学生自ら研究目標を設定して、これを達成するための

研究計画を指導教員の指導の下で検討します。学術論文の執筆および学会発表などを通じて、研

究成果を国内外に公表する能力を養います。 

(3)TA(ティーチング・アシスタント)に就くことで、教育経験を積む機会を提供します。 

(4)博士論文の予備審査および最終審査は４名以上の教員で実施し、公平かつ厳格な評価を行いま

す。 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

 

1.大学院教育によって培う能力 

(1)現代物理学の高度な専門的知識と技能を有し、それを様々な分野の技術発展のために活用する能

力 

(2)理学および工学全般にわたる課題に主体的かつ組織の一員として協調的に取り組む能力 

(3)研究の成果を日本語または英語で発表し、英語で論文等にまとめる能力。加えて、高い国際コミュ

ニケーション能力 

 

2.本領域の求める入学者  

本領域では、以下のような学力と意欲を有する人を受け入れます。 

(1)物理学および関連する理工学分野において、極めて高度な学力を有する人 

(2)応用物理学の専門的な知識と技術を深く学ぶことに強い意欲をもつ人 

(3)物理学と多様な分野の知識を有機的に結びつけ活用できる資質を備えた研究者・技術者を目指す

人 

 

3.博士前期課程までの能力に対する評価（選抜方法） 

  本領域の博士後期課程では、基礎学力の修得度、入学後の学習に対する意欲と熱意をもとに、筆

記と口述の試験によって選抜します。 

(1)語学に関する筆記試験または口述試験、および研究能力に関する口述試験を行います。これらの

総合評価により選抜します。 

 

 

 

 

 

 

 


